
 

『「物価高」理由の倒産急増 ７月は単月で最多の３１件』 
 

 帝国データバンクは原材料の仕入れ価格上昇や、十分に価格転嫁できないことが原因で経営に行き

詰まった「物価高」倒産が、２０２２年７月は単月で最多の３１件になったと発表した。２２年１～７月は１１６

件に達し、過去５年で最多だった２１年（１３８ 件）を大幅に上回るペースで推移している。同社は（１）早

ければ８月にも年間最多件数を更新する可能性が高い（２）価格転嫁が難しい中小・零細企業を中心

に、「物価高」倒産がさらに増えるおそれがある―とみている。調査開始の１８年１月から２２年７月までに

判明した「物価高」倒産は累計５５８件となった。 

 ２２年の１１６件を業種別に見ると、燃料高の影響が大きい「運輸業」が３

３件で最も多かった。全体の約３割を占める。以下、木材・資材高の余波を

受けた「建設業」（２７件）、「卸売業」（１８件）、「製造業」（１５件）、「小売業」

（９件）などが続いている。「物価高」倒産の約８割は負債５億円未満の中

小企業が占めている。業種詳細別に見ると、「運輸業」（３３件）が最多。以

下、「総合工事」（１６件）、小麦や油脂の世界的な価格上昇の影響が大き

い「飲食料品製造」（１１件）、「飲食料品卸売」（９件）、「職別工事」（８件）、

「飲食料品小売」（６件）などの順。 

 

『労働衛生意識高揚への取組み Ｒ４年度全国労働衛生週間実施』 
 

 厚生労働省は第７３回全国労働衛生週間を実施する。９月１日から９月３０日までが準備期間、１０月１

日から１０月７日までが本週間となる。各職場での巡視やスローガンの掲示、労働衛生に関する講習会、

見学会の開催などが予定されている。 

 全国労働衛生週間は昭和２５年以降、国民の労働衛生に関する意識の高揚、事業場における自主的

労働衛生管理活動を通じた労働者の健康確保のために毎年開催されている。今年度のスローガンは

「あなたの健康があってこそ 笑顔あふれる健康職場」に決まった。近年、過重労働による健康障害や精

神疾患の増加など、職場における健康確保の重要性が高まっている。新型コロナウイルス感染症の脅

威が続く中、休業４日以上の労働災害は令和３年に１９，０００人以上発生するなど、感染症対策も重要

な要素となっている。 

 また、高年齢労働者の増加に伴い、転倒・腰痛災害も増加傾向

にある。安全対策に加えて、若年期からの健康づくり等の取組みも

重要視されている。我が国では、労働人口の約３人に１人が何らか

の疾病を抱えながら働いているとされている。労働力人口の減少

が叫ばれる中、職場において病気を抱えた労働者の治療と仕事

の両立への支援も必要となるだろう。 

 
                           出典元：日本中小企業経営支援専門家協会(JPBM) ※本記事・内容の無断転載を禁じます 
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